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増強拡大に向けて…　増強拡大に向けて…　ロータリーに求めるものロータリーに求めるもの
地区会員増強・拡大副委員長　圓尾　美佳 様

来年４０周年をお迎えする伝統あるクラブ様にお招きいただきまし
て大変光栄に思っております。
さて増強拡大委員長様は、今年どのような取り組みをされてらっ

しゃいますか？どのクラブも増強は簡単にはいかないようで、退会さ
れた人数分新入会員を入れ、現状維持はせめてしておかなくては、と
いった状況です。
ロータリーの会員数が減るとＲＩ委員に選出される人数も減り、権

限が減るといった状況になるようです。権限を減らさないためにも、
会員数が必要だと聞いてまいりました。
しかし、ロータリーは、会員をやみくもに増やせとだけ言っている

わけではありません。ロータリーはどうあるべきか、また、なぜロータ
リアンでありたいのかを常に考えることが、クラブづくりにつながる
事も私たちは充分知っております。
ところで、皆様はどうして高砂青松クラブにご入会されましたか？
人と繫がりをもてればいいな。と思われた方が多いのではありませ

んか。業界だけでない広がりを求めて、人との交流の中で、自分を発
展させたい。磨きたい。そんな風に思われたのだと思います。同じ価
値観を持つよき仲間がいると心強く楽しいです。
同じ価値観…ロータリーでは「４つのテスト」が根底にある職業奉

仕や倫理を学びます。これは毎回例会に出ることで、身に付いていき
ます。「入りて学び、出でて奉仕せよ。」ですね。見返りを求めない
他人のために行うことは、めぐり巡ってやがて自分の人生を照らす。
ロータリーでは「超我の奉仕」といいますが、めぐり巡って豊かな人
生…素晴らしい人生ですね。
近年、ＲＩは奉仕の方向性を強くしめし、地域や世界の困っている

人々に力を注ぐ様々な活動を広げています。
経営者が多く集まるロータリーが、これまで日本の経済社会に与え

た功績を誇りに、これからも地域の活性化に向かって、世の中のお役
にたてるよう貢献していかなくてはと思うのです。それには会員数を
減らしていては始まりません。
そして、勧誘し、入会した会員を育てるのはクラブの責任だと思い

ます。
変わらないでほしいロータリーの真髄を、バッジの誇りを、若い

ロータリアンは切磋琢磨して学んでいかなくてはなりません。ベテラ
ンロータリアンは、厳しく温かく育てて頂きたく願っております。



例会出席の意義

“ロータリーの例会は人生の道場"

ロータリー・ライフにおける親睦の第一歩は、先ず、毎週必

ず例会に出席することから始まります。入会前のインフォメー

ションで①ホームクラブに半期３０%以上出席 ②メークアップ

を含めて半期５０%以上出席 ③連続４回欠席してはならないという出席規定を聞いていた

としても、その条件はひとまずご破算にもどして、①ホームクラブに毎週必ず出席する ②

どうしてもホームクラブに出席できないときは、必ずメークアップをすると再入力し直す

必要があります。

この規約は、会員身分を保証するための最低条件に過ぎず、ロータリー運動が望んで

いる会員像は、毎例会、欠かさずホームクラブに出席してくるロータリアンの姿だからで

す。

例会の目的は、職業上の発想の交換を通じて、分かち合いの精神による事業の永続性

を学び、友情を深め、自己改善を図ることにあり、その結果として奉仕の心が育まれてく

るのです。自己改善は終生続けられなければなりませんからロータリアンには定年はない

し、ロータリー運動には終結もありません。これが例会出席がロータリー・ライフの前提

となる所以なのです。米山梅吉は「ロータリーの例会は人生の道場」と語っています。

お互いが切磋琢磨して自己研鑚に励む貴重な修練の場でなければなりませんから、例会

運営に当る者は、事業に従事すべき貴重な時間を割いて例会に参加する会員に、それに値

するメリットを与える義務があります。限られた時間の中で、如何に有益な情報を効果的

に提供するかを真剣に考えて、実行しなければなりません。会長の時間、議事、各種の報

告、卓話、そのひとつひとつがロータリー運動の質を高め、参加者の心に深い感銘を与え

る内容であってこそ、初めて例会出席の意義が満たされるのです。

例会以外の行事の出席

定款によって、ロータリーの正式な会合は例会と定められ、例会出席は会員の義務と

なっています。注意したいことは、例会以外のクラブの内部的行事は、ここで述べるロー

タリーの正式な会合とは呼ばないことです。親睦会などのレクリエーションや、家族例会

や委員会などがこれに該当し、これらの会合への出席は自由であり、決して強制であって

はなりません。しかし、親睦会で皆と打ち解け合って友情を深めることも、家族例会で討

論を重ねて真理の探究をすることも大切なことであり、可能な限り出席すべきでしょう。

１００％出席は全ロータリアンの目標です。事業も安定し健康に恵まれているからこそ

達成できる目標でもあります。

日時：2016年10月20日（木）　場所：小野東洋ゴルフ倶楽部



濵田　喜重
本日は龍野ロータリークラブより地区増強・
拡大委員会副委員長の圓尾　美佳さんに卓
話をしていただきます。
よろしくお願いします。
京谷・柿木先輩、すばらしい方をおまねき
いただきありがとうございます。

坂口　嘉久
圓尾　美佳様、ようこそ高砂青松ロータリー
へお越しいただきありがとうございます。
本日増強・拡大の卓話楽しみにしておりま
す。
どうぞよろしくお願いします。

圓尾　美佳様
本日は卓話をさせていただきます。どうぞ
よろしくお願い致します。

京谷　愼平・柿木　國夫・志方　正昭
藤本　明久・村上　則宏・櫻井　宣孝
青柳　　淳
圓尾　美佳副委員長殿、お忙しい中お越し
いただきありがとうございます。
卓話を楽しみに、聞かせていただきます。

西中　亮二
国際交流ＢＢＱにご協力ありがとうござい
ました。

国際交流協会会長

佐野　栄作
市ノ池のバーベキューにお手伝いいただいた
皆様、ありがとうございました。

大橋　卓司・澤田　孝彦・濱中　幹雄
花をかざりましょう。

青木　裕加
圓尾様ようこそ。
早退のためせっかくの卓話をお聞きできず
残念です。
早退申しわけございません。

伊藤　勝之
早退します。

例会記録　2016.11.9（水）　通算 1818 回

ソ ン グ

出 席 報 告

本日のゲスト

  「我等の生業」「四つのテスト」「歓迎歌」
１０月２６日　会員数４２名　欠席者 　１名　  出席率　97.22％ （修正による）

　（この内出席免除者　１１名）
１１月　９日　会員数４３名　欠席者 １１名　  実出席者数　２５名

　（この内出席免除者　１１名）   　出席率　70.27％

地区会員増強・拡大副委員長　圓尾　美佳様　（龍野 R.C.）

佐野　栄作 国際奉仕委員会委員長より
１1月6日（日）高砂市国際交流協会「ラトローブ・デイ」
ご協力ありがとうございました。

クラブ名 変更内容 日　時・場　所

加古川中央ロータリークラブ

例会変更
１１月２４日（木）→１１月１８～１９日（土日）
親睦旅行
於：湯布院温泉方面

明石ロータリークラブ
家族例会 １２月１４日（水）→１２月１１日（日）

親睦家族例会　於：キャッスル姫路

休会 １２月２８日（水）【定款第6条第1節（c）による】

加古川平成ロータリークラブ
例会変更 １２月２１日（水）→１２月１７日（土）１８：００

忘年家族例会のため

例会取り止め １２月２８日（水）【定款第6条第1節（c）による】

例会取り止め 平成２９年１月４日（水）【定款第6条第1節（c）による】

高砂ロータリークラブ 休会 １２月２３日（金）【祝日のため】

休会 １２月３０日（金）【年末休み】

（注）高砂青松ロータリークラブのホームページにも掲載しています。……ホームページの情報の方が早く把握できます。



12 月 7 日（水）
上期事業報告

11月 16日（水）
卓話

【広報・記録委員会】

11月 23 日（水）
休会

【定款第6条第1節（c）による】

会　長　　濵　田　喜　重
例会日時　　毎週水曜日　12：30　　例会場　　高砂商工会議所会議室（2F）
事務局　高砂商工会議所内　〒 676-0064　高砂市高砂町北本町 1104　電話（079）443-0500

幹　事　　坂　口　嘉　久 クラブ会報委員長　　青　柳　　　淳

◇  ◇  プログラム予定  プログラム予定  ◇◇

11 月 30 日（水）
地区出向者報告例会

昼食メニュー

幕の内弁当
昼食メニュー

洋食プレート

1. 地区より
地区補助金プロジェクト見学訪問のご案内（回覧）

実施クラブ：西脇ロータリークラブ
ロータリー少年野球教室
日時：２０１７年１月１５日（日）１３：００～１５：００（受付１２：３０）
場所：ふれあいスタジアム
参加費：無料
メークアップ：可
登録締切日：２０１６年１２月２０日（火）

幹事報告　第 16 回（通算１７０８回）
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